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Ⅱ．２ 将来都市構造 

（１）将来の広域的骨格概念 

■将来の都市構造を構成する主な要素を示します。各要素はいかし、相互につなぎ、有効につかいます。 

・本市の将来の都市構造を、広域的な視点からとらえ、広域的骨格概念として構成する要素を

以下の通り示し、「いかす」と「つなぐ」と「つかう」という都市づくりの考え方で整理し

ます。 

構成する要素 
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将来の広域的骨格概念（手のひら構造） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本市を広域的骨格概念でとらえた場合、人の手のひらに類推されます。

今後の都市構造を、手のひらに見立て、それぞれの要素が役割分担のも

と連携し、総合的に力強く機能させていく考え方で形成していきます。 

・南の核である中心市街地を手のひらの中心において、南の核と北

の核をつなぐ南北都市軸を、もっとも力強い親指にみたて、小指

に力を入れて左右に張ります（東西に広げ、つなぎます）。 

・そのほかの３本の各指は役割分担のもと放射方向に、節々で市内

各地域にある様々な機能とつながり、さらに市外の交通結節機能

をつないでいきます。 
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（２）将来都市構造 

（イ．基本構造の方向性） 

■「２核１地域」を形成し、いかします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ロ．基本土地利用の方向性） 

■基本土地利用は、「商業・業務系市街地」「住居系市街地」「工業・産業系市街地」「集落地・農地・
自然系用地」で構成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然環境が重要なことから、「良好な水辺の環境と調和したゾーン」と「豊かな自然をいかしたゾー
ン」を形成します。 
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（ハ．拠点の方向性） 

・地域特性を踏まえて、文化や交流、レクリエーションなどを総合的に集約する拠点を位置づ

けます。 

■２つの「みどりと水辺の活用拠点」を形成し、いかします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３つの「みどりのふれあい拠点」と「水辺のふれあい拠点」を形成し、いかします 

 

 

 

 

 

２核１地域（①～③）、２つの活用拠点（④～⑤）、３つのふれあい拠点（⑥～⑧）の位置 
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（ニ．シンボル軸と都市軸の方向性） 

■玄関口としての風格や景観を重視する「シンボル軸」を、平塚駅を中心に南北につなぎます。 

 

 

 

 

■都市活動や交流、交通などのネットワークを基本とする「都市軸」で、南の核と北の核をつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

１本のシンボル軸（①）と１本の都市軸（②）の位置 
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（ホ．交通軸の方向性） 

■「東西交通軸」と「放射交通軸」により、本市の交通軸を形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５本の東西交通軸（③及び⑤～⑧）と、５本の放射交通軸（④及び⑨～⑫）の位置 
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将来都市構造 

 

 

 
  
 




